
タイルパターンは蜂の巣や昆虫の複眼など、生物界に広く見ら
れる構造である。その中でも六角形タイルパターンは、構造的安
定性、境界長の最小化、および空間充填効率の高さから、自然
界において最も普遍的なパターンの一つと考えられている。
ショウジョウバエの複眼は、規則正しく配列した六角形の個眼

から構成されており、タイリング機構を研究するための優れた
モデル系である。一方で、特定の変異体では六角形が正方形へ
と転換することが知られており、この現象は単純なエネルギー
最小化原理だけでは説明できない。
我々はこれまで、遺伝学的解析、ライブイメージング、および数

理モデルを組み合わせ、複眼におけるタイルパターン形成機構
の解明を進めてきた。本講演では、六角形および正方形パター
ンの形成原理、さらに細胞力学と組織成長の相互作用によって
生じるパターン遷移機構について、最近の知見を紹介する。
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